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2018年度第6回ヒトゲノム研究倫理を考える会

ー指針改正に現場の声を
届けるためにー

対象：大学・研究機関の倫理審査関係者、研究者等 定員・参加費：30名・無料
参加登録：下記のGSユニットウェブサイトから参加登録をお願いします。

https://www.genomics-society.jp/news/event/post-20190218.php/

主催者：文部科学省科学研究費新学術領域「先進ゲノム支援」ゲノム科学と社会ユニット(GSユニット)
お問い合わせ先：大阪大学大学院医学系研究科医の倫理と公共政策学

06-6879-3688 workshop@eth.med.osaka-u.ac.jp

日時：2019年2月18日(月)14時～17時（13:30開場）
会場：大阪大学（吹田キャンパス）

先端医療イノベーションセンター１F マルチメディアホール
大阪府吹田市山田丘2－2
URL: http://www.comit.med.osaka-u.ac.jp/jp/access.html

14:00-14:05 「開会の挨拶」
加藤和人（大阪大学大学院医学系研究科）

14:05-14:15 「ヒトゲノム研究に関する指針改正・概要」
前澤綾子（文部科学省研究振興局ライフサイエンス課）

14:15-14:30 「事前アンケート集計報告」
14:30-15:30 グループワーク
(休憩 15分)
15:45-16:45 グループレポート(各3分)

アドバイザー/コメンテーターによるコメント
山縣然太朗（山梨大学大学院総合研究部）
武藤香織（東京大学医科学研究所）
前澤綾子（文部科学省研究振興局ライフサイエンス課）

16:45-17:00 質疑・総合討論

マルチメディアホール(1階)
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開催レポート 

2018 年度第 6 回「ヒトゲノム研究倫理を考える会」 
―  指針改正に現場の声を届けるために ― 

⽇時：2019 年 2 ⽉ 18 ⽇／会場：⼤阪⼤学（吹⽥キャンパス） 
https://www.genomics-society.jp/news/event/post-20190218.php/ 

 
 「2018 年度第 6 回ヒトゲノム研究倫理を考える会」が、ゲノム指針の改正に現場の声を
少しでも反映させることを⽬標に、⼤阪⼤学で開催された。パネリストとして、⽂部科学
省研究振興局ライフサイエンス課⽣命倫理・安全対策室⻑の前澤綾⼦⽒、東京⼤学医科学
研究所の武藤⾹織教授、厚⽣労働省⼤⾂官房厚⽣科学課課⻑補佐の平将⽣⽒にお越しいた
だいた。まず、前澤⽒がゲノム指針と医学系指針の現状について報告した後、参加者によ
るグループディスカッションが⾏われた。それを受けて、パネリストの 3 名による発⾔が
あり、閉会となった（司会：⼤阪⼤学医学系研究科 加藤和⼈教授）。なお、当初登壇予定
であった⼭梨⼤学⼤学院総合研究部の⼭縣然太郎教授は所⽤でご⽋席となったが、発表資
料をご送付いただいた。 
 前澤⽒の講演のタイトルは「ゲノム指針・医学系指針⾒直しの状況」である。平成 30 年
8 ⽉より⾏われている、⽂科省・厚労省・経産省の合同会議での、ゲノム研究指針・医学系
研究指針の内容の⾒直しと指針間整合に向けた議論が紹介された。とりわけ本会の直前に
開かれた、平成 31 年 2 ⽉ 14 ⽇の第 3 回合同会議での検討事項や、今後の課題が詳しく説
明された。 
 ⼭縣⽒の発表資料で提議されていたのは、1) 医学系指針とゲノム指針の統合、2) 専ら⽣
体試料・情報を提供する施設の扱いの簡便化、3) 結果の返却についての記載の追加 4) 既
存試料、情報の活⽤についての具体例を増やすこと、以上の 4 点であった。この資料は加藤
により読み上げられ、説明が加えられた。 
 続いて、参加者によるグループディスカッションが 4 つの班に分かれて⾏われた。問題
点や改善点、疑問点をめぐり活発に議論が交わされた。議論の結果報告に関しては、班ごと
に表を作成し、発表するという形をとった。パネリストの 3 名からは、それに対するコメン
トをそれぞれいただくことができ、有意義なワークショップとなった。 

最後に加藤が、本会で取り上げられた問題がその後どのように取り扱われたか確認でき
る会を来年度以降に開催したい、という抱負を述べ、閉会となった。 
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